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絵画 における色彩 について
配色面積よりみた一考察
向 井 裕 彦
1.は じめに
近 年,建 築物 やそれ を集合す る都市美観,イ ンテ リア などの スーパー グラフ
ィック化 と色 彩 計画 に関す る興味 と関心 が急速 に高 まった。色彩 を環 境的 に扱
い,し かも個 性的解 釈 を与 え,秩 序 だ った生活空 間 と して眺め る ことで,破 壊
されつつ ある自然環境 にとって変 わる魅 力 として,生 理 的 な快 感 を得 よ うとす
る媒体 となって きた。スー パ ーグ ラフ ィックの色 彩 は,そ の フ ァッシ ョナブル
な表現 の媒体 として恰好 の材料 となった。 しか し急 速 な化 学の発達 が もた らし
た大量 生産時 代 の,新 ら しい材質 の もた らす,新 ら しい色感 の魅 力は,ち ぐは
ぐに相互 の特 徴 を相殺 し,か えって生 か しきれ ない例 も多 くなってい る。 しか
も物理 的機能 の追及 が性急 す ぎた余 り,色 彩 の一っ の機能 と して考 えね ばな ら
ない生理 上の問題,ひ いては人間性 の上 か らの解釈 に立 った色 彩 をみっ める必
要 にせ まられて いる。
本論で は色 彩の もっ物理 上の性質の上 に,そ の研 究モ チーフ に有 名 なる絵画
の色彩 を借用 し,カ ラーイ・一モニ ーの一 っの考察 を試み た。従 って選 んだ四つ
の試料 となる絵 画 は,人 間性 の表現 に豊 かで あ り,し かも現代 の生活空 聞 に共
通 した影響 力の激 しいものを選 ん だ。
試料(1・II・m・IV)
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試 料1 試 料II
試 料III 試 料lv
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試料 とす るべ き四つの有名 な る作 品 は,勿 論原 図 をみ ての色 彩採集 は不可能 し
であ るので,・印刷物 よ り採 集 した。印刷 試料 は 『現 代の絵画1巻 および5巻 』
よ り引用 したもので ある。
そ れぞれの試料 と作品 につ いて,
試料1《 アバニオ ンの五人 の娘達》,
試料 ピカソ,(1907年),油絵
ニュー ヨー ク近代美術館 蔵244.0×233.8cm
試料II《 イ タリアの女》
ピカソ,(1917年),油絵
チュー リッヒ個人蔵149.0×101.Ocm
試料III《 トラファルガー広場》
モ ン ドリア ン,(1943年),油絵
ニュー ヨー ク個 人蔵145.0×119.Ocm
試料W《 コンポ ジシ ョン》
モ ン ドリア ン,(1937年),油絵
フ ィラデ ルフ ィア美術 館蔵43.0×33.Ocm
2.色 彩測定用色票
色 比較 のための色票 には,日 本色彩研究 所 「色の標準(llJを用 い た。 この色 票
は現 在 は マ ル セ ル色 票 へ と変 わ りつっ あり,そ のためマ ンセ ル記号 を併 用 し
た。 「色 の標準」 はDominantColor差算 出の折,記 号 が三属 性 とも正 数 で
表記 されてい る点便利 なので採 用 した。
3.色 彩 と色 面積の測定方法
(1)色比較
色 の比較方 法 は,日 本色彩研 究所(色 研)「 色 の標 準」 を用 いて行 ない,試
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料の色 の複雑 な部分 につ いて は,眼 か ら30cmほど離 レた位置 にお け る色 の区分
によ り色 別す る。
試料 の複雑 で ない部 分 につ いては試 料の表面 上で色比較 を行 な う。
この二 つの方法 に よ り,試 料 に用い られてい る色 彩 を票色 と して表 わす。 こ
れ らの結果 を第1表 に示す。
第1表(試 料1) .配色 と 面 積 の 関 係
色 研 番 号 マ ンセ ル 色 表 英 国 名 日 本 名 面 積 鰰 面 積 率
6-18τ30.1Y7'%7paleyellowishbrownう す 黄 茶757112.63
5-18-46.6YR7'%.1dullorangeに ぶ い だ い だ い1809132.80
2-19-37.4R7・%6palepinkう す ピ ン ク10531.75
2-18-4..7'%3pinkピ ン ク23723.95
0-11-0/grayishblack暗 い 灰9511.58
0-19-0/grayishwhite明 る い 灰17252.87
0-18-0/lghtgray.明 る い 灰1606531.71
15-18-18.1B7・Z .81ghtbluishgray明 る い 青 味 灰1140.90
13-18-17.OBG7・ κ11ghtgreenishgray明 る い 緑 味 灰3340.56
13-16-60.5BG5・%o.5bluishgreen青 味 緑1650.27
2-13-67.1Ra% .5reddishbrown赤 茶1010.17
15-12-54.6B3・% .2deepgreenishblueこ い 緑 味 青3670.si
4-13-42.3YR3%.gbrown茶 色30915.16
18-12-19、3PB2・%.5darkbluishgray暗 い 青 味 灰30195.04
合 計 、54950100.00
第1表(試 料II)配 色 と 面 積 の 関 係
色 研 番 号 マ ンセ ル 色 表 英 国 名 日 本 名 面 積 ㈲ 面 積 率
0-10-0/black黒1817027.91
7-19-15.OY8・ 賀 .4yellowishgray黄 味 灰44734,09
5-16-15.7YR5・%.2brownishgray茶 灰1994943.37
13-17-41.OBG6'%.3dullbluegreenに ぶ い 青 糸汞47075.11
2-15-87.1R5'駕1.4yellowishred黄 味 赤60366.62
15-17-18.1B6・%.11ightbluishgray明 る い 青 味 灰75958.33
5-18-37.5YR7%2palebrownう す 茶41704.57
合 計65100100.00
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第1表(試 料III)配色 と面 積 の 関 係
色 研 番 号 マ ンセ ル色 表 英 国 名 日 本 名 面 積 甸 面 積 率
8-19-68.1Y8'Zo .8yellow黄 色 ・17503.88
2-15-87.1R5'%1 .4yellowishred黄 味 赤10512.33
15-16-64.3B5'% .8greenishblue緑 味 青6640.60
0‐ii-0/grayishblack暗 い灰1714738.10
0-19-0/grayishwhite明 る い 灰2478855 .01
合 計45000100.00
第1表(試 料IV)配 色 と 面 積 の 関 係
色 研 番 号 マ ンセ ル色 表 英 国 名 日 本 名 面 積 価)面 積 率
6-18-59.1YR7・%.8yelloworange黄 だ い だ い11805.27
2-14-87.8R4.0 .4yellowishred黄 味 赤4802.15
0-11-0/grayishblack暗 い灰384017 .23
16-19-11.4PB8'%.obluishwhite青 味 白1677875.35
合 計23660100.00
(2)色面積 の測定
試料 の色 の面積の測定 には1㎜ 方眼紙 のマ ス 目を試料 に あて,方 眼数 に よっ
て これを決定 す る。 この とき色 の複雑 な部 分 につ いて は,前 述 の通 り,一 部 分
に区切 つた とお りに面積 をま とめ た形 として と らえる。 この よ うに して求 めた
面積 を,色 の三属性 別 に検討 し,面 積率 とともに第1図 に示 す。
第1図(試 料1)色 相の面積率 第1図(試 料II)色相の面積率
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第1図(試 料III)色相の面積率 第1図(試 料N)色 相の面積率
(3)DominantColorの測 定
DominantColorは,それぞれの試料 の 中で,比 較的大 きな面積 を もった色
調 で,主 調色調 で ある。 これを見出す ため には,試 料 の色 相,明 度,彩 度 の最
も強調 された もの を基 準 にす る。
今 回の試料で は,面 積 が大 きく,し か も眼 に強 く訴 える色 をDominant
Colorとしてい る。
(4)DominantColorと他 の色 との関係
配色 の持 つ印象 を コン トロールす る一つ の要素の 中に,DominantColorと
それ以 外の色 との関係 が どの よ うな割 合で存 在す るか とい う問題 が ある。 この
関係 が色 それ ぞれが かもしだす雰囲気 を作 りだす重要 な役割 を演ず る。
ここで は,DominantColorを設 け,他 の色 との差 を算 出す る ことによ り,
配色 を考 える。
4.DominantColor差の算出
DominantColorと他 の それぞれの色 の差 をDominantColor差とし,色
相,明 度,彩 度別 に次 のよ うな計算方法 をとる。D.CはDominantColorの
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略 とす る。
(1)色相のDominantColor差
DominantColor差=i(D.Cの色相番 号)一(色相番号)1
なお,DominantColorを基 準 に180°をこ える色相 は次 の式 によ る。
DominantColor差=1(D.Cの色 相番号)+(24一色相番号)1
※ 色相番号 とはD.C以 外の色の それぞ れの色相番 号 を さす。
(2)明度 のDominantColor差
DominantColor=1(D.Cの明度番号)一(明 度番号)1
※ 明 度番号 とはD.C以 外の色の それ ぞれの明度の番号 を さす。
(3)彩度のDominantColor差
DominantColor=1(D.Cの彩度番号)一(彩 度番号)1
※ 彩 度番 号 とはD。C以 外の色 のそれ ぞれの彩度 の番号 をい う。
DominantColor差を色 相,明 度,彩 度 の三属 性別 に面積率 で示 したの が第
2表 お よび第3表 で ある。
5.調 和 に関す る測定
色彩 の配色 に関す る調和,不 調和 の問題 は,そ の判定 の基準 が,い まだ定 か
で ない。物理 的 な測定 によって,そ の結果 を導び きだす こ とは,お よそ不可能
とも考 え られるが,何 らかの結 果 をだ し,一 っの資料 と しなけれ ばな らないた
め,種 々検討 した後,MoonandSpencerの調和論 にお け る方 法 によ った。
色 の三属性 にお ける調 和の うち,本 論 では色相 の調和 が最 も重要 な るポ イ ン
トとなるため,DominantColorに対 す る色相調 和 を調 べ第4表 に示 す 。
6.整 理
われわれがす べての物 を見 ると き,そ の ものの中の比較 的大 きな面積 を もっ
た色調 をア ダプ トしてみ る場 合 が多い。
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第2表(試 料1)D.C差 と面積率の関係
色 研 番 号
6-18-3
5-18-4
2-19-3
2-18-4
o‐ii‐o
0-19-0
0-18-0
15-18-1
13-18-1
13-16-6
2-13-6
15-12-5
4-13-4
18-12-1
D.C差(ド ミナ ン トカ ラー との 差)
1 0 1
0 0 0
3 1 1
3 0 1
7 4
1 4
0 4
10-`0 3
8 0 3
8 2 2
3 5 2
10-6 1
1-5 0
11-6 3
面 積(祠
7571
18019
1053
2372
951
1725
16065
114
334
165
101
367
3094
3019
面 積 率
12.63
32.80
1.75
3.95
1.58
2.87
31.71
0.9
0.56
0.27
0.17
o.si
5.16
5.04
第2表(試 料II)D.C差と面積率 の関係
色 研 番 号
0-10-0
7-19-1
5-16-1
13-17-4
2-15-8
15-17-1
5-18-3
D.C差(ド ミナ ン トカラーとの差)
5 6 1
2 3 0
0 0 0
8 1 3
3 1
10-1
7
0
0 2 2
面 積(甸
18090
4473
19949
4707
6036
7595
4170
面 積 率
27.91
4.09
43.37
5.11
6.62'1
8.33
4.5711
第2表(試 料m)D.C差 と面積率 の関係
色 研 番 号
8-19-6
2-15-8
15-16-6
0-11-0
0-19-0
D.C差(ド ミナ ン トカラーとの差)
6 0 0
0 4 2
13-3 0
8 6
0 6
面 積 価ゆ
1750
ユ051
254
17147
::
面 積 率
::
2.33
0.6
38.10
55.09
第2表(試 料II)D.C差と面積 率の関係
色 研 番 号
6-18-5
2-14-8
o‐ii‐o
16-19-1
D.C差(ド ミナ ン トカラーとの差)
10-1 4
14-5 7
8 1
0 0 0
面 積(㊥
1180
480
3840
16778
面 積 率
5.27
2.25
17.23
75:35
一85一
第3表(試 料1)3属 性と面積率の関係
b
色
相
2
4
5
6
13
15
18
D.C
差
3
1
0
1
8
10
11
面積甸
3526
3094
18019
7571
499
481
3019
面積率
5.87
5.16
32.80
12.63
0.83
1.51
5.04
明
度
19
18
16
13
12
11
D.C
差
1
0
2
5
6
7
面積㊥
2778
44475
165
3195
3386
951
面積率
4.62
82.55
0.27
5.33
5.65
1.58
彩
度
0
1
3
4
5
6
D.C
差
4
3
1
0
1
2
面積㊨
18741
3467
8624
23485
367
266
面積率
36.16
6.50
14.38
41.91
o.si
0.44
第3表(試 料II)3属性 と面積率の関係
色
相
2
5
7
13
15
D.C
差
3
0
2
8
10
面積甸
6036
24119
4473
4707
7595
面積率
6.62
47.94
4.09
5.11
8.33
明
度
19
18
17
16
15
10
D.C
差
3
2
1
0
1
6
面積㈲
4473
4170
12302
19949
6036
18170
面積率
4.09
4.57
13.44
43.37
6.62
27.91
彩
度
0
1
3
4
8
D.C
差
1
0
2
3
7
面積(面
18170
31977
4170
4707
6036
面積率
27.91
55.79
4.57
5.11
6.62
第3表(試 料nl)3属性 と面積率の関係
色
相
2
8
15
D.C
差
0
6
13
面積圃
1051
1750
264
面積率
2.33
::
0.6
明
度
19
16
15
11
D.C
差
0
3
4
8
面積㈹
26538
264
1051
17147
面積率
58.97
0.6
2.33
38.10
彩
度
6
8
0
D.C
差
0
2
6
面積(鱒
2014
1051
41935
面積率
4.48
2.33
93.19
第3表(試 料IV)3属性 と面積率の関係
色
相
2
6
16
D.0
差
14
10
0
面積岡
480
1180
16770
面積率
2.15
5.27
75.35
明
度
19
18
14
11
D.0
差
0
1
5
8
面積岡
16778
1180
480
3840
面積率
75.35
5.27
2.15
17.23
彩
度
0
1
5
8
D.C
差
1
0
4
7
面積㈲
3840
16778
1180
480
面積率
17.23
75.35
5.27
2.15
:.
第4表MoonandSpencerの 調 和 論 の 結 果
試
料
1
色 研 番 号
o‐il‐o
0-18-0
2-18-4
4-18-4
6-18-3
13-18-1
15-18-1
18-12-1
マ ンセル表色系
N
N
..
6.6YR
0.IY
7.OBG
8.1B
..;
7γo
2夕b
7・%
3
7・%1
7.
4.7
7・Z
、
7ライ8
2%5
DominantColor
に対 す る色 相 調 和
調 和
〃
不 調 和
調 和
〃
〃
類 似
同 等
第1あ いまい
対 立
〃
〃
試
料
II
色 研 番 号
o‐io‐o
2-15-8
5-16-1
7-19-1
13-17-4
15-17-1
マ ンセル表色系
N
7.IR
5.7YR
5.OY
1.OBG
8.1B
2・%
5.1
.4
5・%
2
8・多イ
4
6・%3
6・%
1
Dominant-Color
に対 す る色 相 調 和
調 和
ク
ク
〃
〃
類 似
同 等
類 似
対 立
〃
試
料
III
色 研 番 号
o‐ii‐o
o‐is‐o
2-15-8
8-19-6
15-16-6
マ ンセル表色系
N
N
7.'1R
8.IY
4.3B
2ダ
o
8・7
0
5・%
.4
8・ヌイ
0.8
5・%
.8
DominantColor
に対 す る色 相 調 和
調 和
不 調 和
調 和 和
同 等
第1あ いまい
対 立
試
料
色 研 番 号
o‐li‐o
2-14-8
6-18-5
16-19-1
マンセル表色系
N
7.8R
9.IY
,..
2・彡イ
o
4.
0.4
7%8
8・%
.o
DominantColor
に対 す る色 相 調 和
調 和
〃
〃
対 立
〃
同 等
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第2図 色 相 におけ るD.C差 と面 積率の関係
第3図 明度 におけるD.C差 と面積率 の関係
第4図 彩度 にお けるD.C差 と面積率 の関係
::
MoonandSpencerはア ダプテー ションポ イ ン トを,画 面 全 体 の混 合 色 と
したが,こ こで は画面 の中で最 も強調 された色相,明 度,彩 度 を もって,そ れ
をDominantColor(主調色 調)と し,ア ダプテ ーシ ョ ンポイ ン トと した。そ
の結果 は第1・2・3表 の とお りで ある。 これ らを見っ けだすため に,色 の三
属 性別 の面積率 を第1図 に示 した(色 相 のみ記載)。
第2・3・4図 は色 の三属性 別DominantColor差と面積率 との 関 係 で あ
る。
MoonandSpencerの調和 論 の幾何学 的表現 を用 い,快,不 快 で色 相 を表 わ
わ したのが,第4表 で あ る。MoonandSpencerはこの ときの調和 論 で,「色
彩 によ る連 想,色 彩の嗜好,色 彩 の適 合性 は別 な もの とす る」 として いるよ う
に,本 研究 で もこの点 は考慮 してい ない。
7.分 析 および結果
試料1、
ピカ ソの この作 品 を色 分 けして みる と,に ぶい橙(37,90%),明るい灰(34.58
%),う す黄茶(12ニ63%),ピンク(5.87%),暗い青味 灰(5.04%),暗い灰(1.58
%),明 るい青味灰(1.15%),明るい緑味灰(0.80%)の順 で それぞれ面積 を し
めて いる。にぶい橙 がm大 きい面積 を有 し,ま た眼 に強 く訴 える力が あ り主
調色 調 とい える。(第1図 ・試料1参 照)。この主調色相 は5,明 度 は18,彩度
は4で あ る。D.Cの5の 色相 に対 して,色 相差3の 類似 色相 で面積 を強 調す る
と同時 に,色 相差8,10,11の対 立色 相で それを よ り強 く してい る。(第3表
・試料1 ,お よび第4表 参照)
この よ うに して,こ の画面 の特長 は色相で は主 調色相 に対 して類似,対 立 関
係で面積 を強調,明 度 において も主調 明度 に対 して同 じ傾向 があ る。(第2図
・第3図 参照)。 これ に対 し彩 度で はD .Cとの間 に差 をつ けず,面 積の変化で
バ ラエテ ィを もたせて あ る。(第4図 参照)
..
試 料II
茶灰(47.44%),黒(27.91%),明るい青味灰(5.11%)で,主調色相 は5 ,主
調明度16,主調彩度1で ある。(第1図 ・試料II)。
、 主調色相 に対す る傾 向は試料1と 同様 で あるが,こ の作品 は主調 明度 に対 し
ては,前 作品 と異 な り,対 立 の明度 を強調 して い るのが特長 とい える。(第3
図)。従 って彩度 はD.0差 を面積 の上 でお さえる傾向 にある。(第4図)。
第3図 よ り明度 の コン トラス トに主眼 を置 いた作品で あ るこ とが わか る。
試料m
モ ン ドリア ンの この作 品 を色 相 と面積 の関係 よ りみ る と,明 るい灰(55.00
%),暗 い灰(38,10%),黄(3.88%),黄味赤(2.33%),緑味 青(0.60%)と な
一 る。 この作品 の主調色相 は必 らず しも面積 の大 きな もの とはな らない。 なぜ な
ら,面 積率の 高い この作品 の無 彩色 は どの色 にも調和 す るこ とがで き,主 調 と
な らない。 またモ ン ドリア ン特 有の黒の格子 は面積率 が大で な くて も無視 す る
ことはで きない。主調色 にな らない まで も,そ れ は構図上貴 重 な線 とな り得て
い るか らで あ る。 ここでの主調色相 は当然有彩色 にあ り,2-19-6に な る。
この シ ンプル な構図 の作 品 をMoonandSpencerの調 和論 に あて はめて み
ると,美 度1.65と高 いにもかか わ らず,面 積で はDominantColorの面 積 に
対 す るScalarmomentの計算 は調和論 のい う2倍,3倍,渥 倍,3倍 等 に な
らず,い かに彼 独 自の構 図 の面積 によってい るかが うか がえ る。 このモ ン ドリ
ア ン独特 の構 図法 にっいて,柳 亮氏 は 「図の中 にあ るすべて の線 は,す べ て幾
何 学的 な分割線 その ものか ら成 り立 ち,任 意 の線 はまった く使 われて い ない。
そ して一定順mか らB,Bか らCへ と完全 な建 設的手段 をふ み合理 的 に導 き
出 されたもので,遅 滞 も重複 もない(2)Jと述べ てい るよ うに,そ の微 妙 な計 画的
格子 は,色 にた よっていない ことが うかがえ る。従 って,主 調色相 とな り得 な
い無彩色 が,高 い面積率 を しめて い る理 由 がわか る。
試料IV
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モ ン ドリアンの コ ンポ ジシ ョンは,そ の よ く計算 された格子 模様 にあ り,色
彩その ものがい かなる色相,明 度,彩 度 をもっ かは,他 の作 品 ほ ど顕著 で ない
こ とが前試料mで わかったが,こ の試料IVも同 じ傾 向 にある ことがわか る。色
彩 の面積別で は青味灰(75.35%),暗い灰(7.23%),黄橙(5.27%),黄 味 赤
(2.25%)の順 にな る。これも また独特の格子で 分割 された い くっ もの矩形 の集
ま りで あ り,特 にこの作 品 におけ るDominantColorの設定 には,面 積の大
きい部分 をとるか,ま たは印象上 ア クセ ン トの強 い部分 にす るかは,作 品 をみ
る連 想 と嗜好 に影響 され る面 も無視で きないが,こ の作品 の強 い色 の部 分 が構
成上 は左寄 にあ り,全 体 のア クセ ン トとしての色 の役 目と解釈 す るほ うが妥 当
と考 え,こ こでは面積の大 きい色 相16をとった。
特 にモ ン ドリア ンの作品の色彩 は,そ の主調 明度 に特 徴 が現 れ,前 試料IIIと
同様 に,D.C差 の大 きい部 分の色 に面積率 が高 くなるのが面 白い。 一般 には
D.C差 の大 きい色 ほど,面 積 が小 さくなる傾 向 を示 す の に比 べ,モ ン ドリア ン
の作 品で は,こ の傾向 に従 わない。(第3図)。 構 図 がシ ンプルで あ るにもかか
わ らず,し か も色 彩の み に頼 らないモ ン ドリア ンに あっては,D.C差 の大 きな
部分 で面積 の対比 を行 ない,し かも明度 で その対比 を強調 す るあた りに,モ ン
ドリア ンの色彩 の秘密 がある ことがわか る。
8.結 論
ピカソ,モ ン ドリア ンともに近代 美術 へ与 えた影 響 はい まさ ら云 うまで も な
いが,そ の扱 かわれた色彩 が,現 代 の生活空間上 の色 彩 と して,多 くの示唆 と
具体 性 を表 わ した。 この秘密 は,例 えば ここに とりあげた作p4点 に も共通 し
てい える ことで,そ の画面 の分割法 は,ピ カソの作 品 にみ られるよ うに 「ほ と
ん ど正 方形 に近 い,F形 あ るい はその変形 に近 い,特 殊 な画 面形 を用 いてい る。
これ らの形 は,正 方形 に対 して%o程 度の偏差 にす ぎない。 その わず かな開 き
がそれ 自身重要 な意味 を持 って いる(2)Jo
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この よ うに綿 密 に計算 されつ くした構 図 の上 に色 彩 を置 いた もので あ り,モ
ン ドリア ンもまた同様で あ る。 この よ うな綿密 な計算 は,現 代 にお ける生 活空
間上 のあ らゆ る物理上 の それ よ りも,は るか に超 越 した もので あ るといわ ねば
なるまい。 ・
これ ら4試 料 を考察 した結果,次 の こ とがい える。
(1)色相 において,DominantColorと他 の色 との差 は,そ の差 が大 きくな
るほ ど面 積 を小 さくす る方 が調和 しやす い傾向 にあ る。
(2)上記傾向 は明度,彩 度 につ いて もい えるが,極 端 に色数 が少 ない シ ンプ
ルな構 図 においては,逆 にその差 が大 きい色 の面積 は,DominantColQrと同
・じ面 積 に近づ く傾 向 があ り,特 に明度 に おいてい える。
以 上四っ の試 料 におけ る結 果 が,す べての色彩傾 向で あ るとはい えない が,
現代 空間 の構 図 がピカソやモ ン ドリア ンの それ と共通 した生活空 間 をか も しだ
して いる今 日,建 築 やイ ンテ リアの配色 の統 制 と調和 の よ りどこ ろに,こ の結
果 を応用 で きれ ば と考 える。
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